































Plants Asiae Orientalis （XVIII）』（Hara 1941）
の 引 用 標 本 と し て「Prov. Mutsu：C. Sangar 
（Small 1855 ut V. dioica L. in Gray Herb.）」と
記録している。『黒船が持ち帰った植物たち』（小山 
1996）には津軽海峡を Sangar Straight と表示し，
C. Sangar は　Cape Sangar＝サンガル岬＝津軽
半島と説明している。原はカノコソウ Valeriana 
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大学理科大学植物標品目録』の102頁には南限種で
あるヤナギタウコギBidens cernua L.が「Bidens 
sp.ヤナギタウコギ  青森猿賀村近傍 北海道」と
出ていて，文末にある正誤（3）で「102. sp. （ヤ



















『Flora of Japan IIIb』（Ito and Soejima 1995）
に は エ ゾ ゴ マ ナ Aster glehni F. Schmidt が 
Hokkaido, Honshu （Tohohoku Dist.）. Grasslands 






らない。イヌコウジュ Mosla scabra （Thunb.） C. 
Y. Wu et H. W. LiとサラサドウダンEnkianthus 
campanulatus （Miq.） G. Nicholsonは青森県では
見つからないが北海道に記録があり，サラサドウダ
ンは函館市恵山に大径木の群生地がある。チョウセ

























中で村井は，ハイイヌツゲの学名を Ilex crenata 
Thunb. var. radicans （Nakai） Murai と組み替
えた。これが現在通用しているハイイヌゲの学名
である。同じ昭和10年5月には『宮城県植物目
録』（青森営林局 1935）に「ツガルヤナギ Salix 
tsugaluensis Koidzumi；A. Kimura in litt. （S. 






森営林局 1935）で「Benzoin membranaceum O. 
Kuntze var. aurantiacum Murai var. nov. Folia 
et typica. Fructus aurantiacus. 和名 キミノオ
ホバクロモジ（新称）産地　西山村 （S. Murai, 
Typus–Herb. Aomori-Eirinkyoku） 分布…本（北）」
と記録した。今では Lindera umbellata Thunb. 
var. membranacea （Maxim.） Momiy. ex H. 






























































イヌドクサ　Equisetum ramosissimum Desf. 太
平洋側の低地に甚だ稀。





ウ ス イ ハ ナ ワ ラ ビ　var. minus （H. Hara） K. 
Iwats．三沢市淋代のクロマツ林内にアカハナワ
ラビと同様。





























アイアスカイノデ　Polystichum longifrons Sa. 
Kurata　低地のスギ人工林内に稀産。
ツヤナシイノデ　P. ovatopaleaceum （Kodama） 
Sa. Kurata　低地のスギ人工林内に稀産。
イノデ　P. polyblepharon （Roem. ex Kunze） C. 
Presl　低地のスギ人工林内に稀産。






シケチシダ　Cornopteris decurrenti-alata （Hook.） 
Nakai　根市益三が2006年11月21日に採集。
コウライイヌワラビ　Deparia coreana （H. Christ） 
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M. Kato　低地から低山地のスギ人工林内に稀産。
シケシダ　D. japonica （Thunb.） M. Kato　低地
の林内。
オオヒメワラビ　D. okuboana （Makino） M. Kato　
低地から低山地の林内や沢沿いに稀産。
フモトシケシダ　D. pseudoconilii （Seriz.） Seriz．
太平洋側の低地に稀産。
ミドリワラビ　D. viridifrons （Makino） M. Kato　
村井三郎が岩崎村で 1935年に採集した標本が京
都大学に有り，倉田　悟も引用。





オ ニ ヒ カ ゲ ワ ラ ビ　Diplazium nipponicum 
Tagawa　低地のスギ人工林内に稀産。

























スギ　Cryptomeria japonica （Thunb. ex L. f.） D. 
Don　西津軽郡鰺ヶ沢町矢倉山国有林が天然分布
の北限産地として保護林に指定されている。分類
学的にはアシウスギ var. radicans Nakaiにあ
たる。
ネズミサシ（ネズ）　Juniperus rigida Siebold et 
Zucc．県内には各地の岩石地に自生しているが，
盆栽用にかなり盗掘もされた。









エノキ　Celtis sinensis Pers. var. japonica （Planch.） 
Nakai　西津軽郡岩崎村の海岸に産す。
























アブラチャン　Lindera praecox （Siebold et Zucc.） 
Blume　ケアブラチャンvar. pubescens （Honda） 
Kitam.を含む。岩木山より日本海側。
タブノキ　Machilus thunbergii Siebold et Zucc．
西津軽郡岩崎村の海岸側に大木がある。




センウズモドキ　Aconitum jaluense Kom. subsp. 
iwatekense （Nakai） Kadota　『八戸市史』には
「八戸，階上町，名川町にまれに産し」と記録。
ツクバトリカブト  A. japonicum Thunb. subsp. 
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ト ガ ク シ ソ ウ　Ranzania japonica （T. Itô ex 
Maxim.） T. Itô　白神山地に稀産。
アケビ　Akebia quinata （Houtt.） Decne．下北半
島側の横浜町北部には5haもの大面積の自生地が
ある。


























ヤブサンザシ　R. fasciculatum Siebold et Zucc．
三八地方の低地から低山地。
オクチョウジザクラ　Cerasus apetala （Siebold 













イヌザクラ　Padus buergeriana （Miq.） T. T. Yü 
et T. C. Ku　太平洋側の野辺地町以南に稀産。












ヤブツルアズキ　Vigna angularis （Willd.） Ohwi 





シナノタイゲキ　E. sinanensis （Hurus.） T. Kuros. 
et H. Ohashi　太平洋側の低地～低山地。
ヤマアイ　Mercurialis leiocarpa Siebold et Zucc．
西津軽郡岩崎村に広く分布。








ヒトツバカエデ　Acer distylum Siebold et Zucc．
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アワブキ　Meliosma myriantha Siebold et Zucc．
下北半島佐井村にも稀産。
オクノフウリンウメモドキ　Ilex geniculata Maxim. 
var. glabra Okuyama　白神山地に稀産。
ナンブクロカンバ　Rhamnus costata Maxim. f. 




ナエバキスミレ　Viola brevistipulata （Franch. 
et Sav.） W. Becker var. kishidae （Nakai） F. 
Maek. et Hashim．八甲田山の高山裸地に稀産。
エイザンスミレ　V. eizanensis （Makino） Makino　
太平洋側に稀産。古くは津軽地方相馬村産の写生
図を佐藤耕次郎が残しいる。
マキノスミレ　V. violacea Makino var. makinoi 




スズメウリ　Zehneria japonica （Thunb.） H. Y. 
Liu　日本海側で深浦町に記録されている。天内
靖子は青森市で記録。












セ リ モ ド キ　Dystaenia ibukiensis （Y. Yabe） 
Kitag．日本海側の低地～低山地。
ヤマゼリ　Ostericum sieboldii （Miq.） Nakai　太
平洋側の低地～低山地。
合弁花類
オオイワウチワ　Shortia uniflora （Maxim.） Maxim．
シロバナオオイワウチワvar. uniflora f. albens 
Hondaを含め，日本海側の山地の小尾根に分布し，
主として白神山地に多い。
オカイボタ　Ligustrum ovalifolium Hassk. var. 




オクノハマイボタ　L. tschonoskii Decne. var. 
yuhianum （Koidz.） Sugim．日本海側の海岸。
リンドウ　Gentiana scabra Bunge var. buergeri 









タチガシワ　Vincetoxicum magnificum （Nakai） 
Kitag．三八地方に稀産。
オオアオカモメズル　V. nipponicum （Matsum.） 
Kitag．根市益三は八戸市金浜で1958年7月13
日に採集。




オオハシカグサ　Neanotis hirsuta （L. f.） W. H. 
Lewis var. glabra （Honda） H. Hara　碇ヶ関
村の水田地帯他に稀産。
コシジタビラコ　Trigonotis brevipes （Maxim.） 
Maxim. var. coronata （Ohwi） Ohwi　津軽地方
の山地のやや湿った林内。













キクガラクサ　Ellisiophyllum pinnatum （Wall.） 
Makino var. reptans （Maxim.） T. Yamaz． 八
戸市長者山。国内帰化であろうが侵入経路は不明
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である。




エ チ ゴ ト ラ ノ オ　Pseudolysmachion ovatum 
（Nakai） T. Yamaz. subsp. maritimum （Nakai） 
T. Yamaz．鰺ヶ沢以南の日本海沿岸に分布。
ビロードトラノオ　P. ovatum （Nakai） T. Yamaz. 
subsp. miyabei （Nakai et Honda） T. Yamaz. 




















ウゴツクバネウツギ　Abelia spathulata Siebold 
et Zucc. var. stenophylla Honda　津軽・下北・
夏泊の各半島には分布していない。
























オクモミジハグマ　Ainsliaea acerifolia Sch. Bip. 
var. subapoda Nakai　三八地方にやや稀産。八
甲田山田代で採集した標本を見たことがある。





カワラヨモギが分布している。『Flora of Japan 
Ⅲb』（1995）にはカワラヨモギの異名として併
記されているが，学名の取扱いは記されていない。
シ ロ ヨ メ ナ　Aster ageratoides Turcz. var. 
ageratoides　太平洋岸三八地方のみに分布。
ホソバコンギク　A. microcephalus （Miq.） Franch. 
et Sav. var. angustifolius （Kitam.） Nor. 
Tanaka　白神山地の渓流沿い他に分布。
カントウヨメナ　A. yomena （Kitam.） Honda var. 
dentatus （Kitam.） H. Hara　低地の農耕地帯に
時々見られる。













ク モ マ ニ ガ ナ　Ixeris dentata （Thunb.） Nakai 
subsp. kimurana （Kitam.） Kitam．木村有香が
八甲田大岳で採集した標本に基づいて発表。シロ
バナクモマニガナ f. albescens Kitam.は八甲田
大岳，井戸岳他にある。
ミヤマイワニガナ　I. stolonifera A. Gray var. 
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軽半島・下北半島とも津軽海峡まで分布している。












ヤナギスブタ　B. japonica （Miq.） Maxim．農薬
で激減する前には水田地帯の小川にはどこにでも
あったが今はない。




ウラゲキヌガサソウ　Kinugasa japonica （Franch. 
et Sav.） Tatew. et C. Sutô var. tomentosa 











カブダチジャノヒゲ　Ophiopogon japonicus （Thunb.） 
Ker Gawl. var. caespitosus Okuyama　基本種の
ジャノヒゲはないようである。
アイダツクバネソウ　Paris tetraphylla A. Gray f. 




マルバサンキライ　S. vaginata Decne. var. stans 
（Maxim.） T. Koyama　太平洋側と，日本海側
では白神山地に稀産。
イワキノガリヤス　Calamagrostis gigas Takeda 







ザラツキヒナガリヤス　C. nana Takeda subsp. 
hayachinensis （Ohwi） Tateoka 根市益三が下
北半島の縫道石山下部の岩上で1989年7月15日
に採集。
オヒシバ　Eleusine indica （L.） Gaertn．低地の
耕作地に稀産。
ナルコビエ　Eriochloa villosa （Thunb.） Kunth　
農耕地に普通。
図 1　ツガルオニアザミ 図 2　ウラゲキヌガサソウ
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オクタマツリスゲ　Carex filipes Franch. et Sav. 



















ハ マ カ キ ラ ン　Epipactis papillosa Franch. et 
Sav. var. sayekiana （Makino） T. Koyama et 
Asai　太平洋側の下北半島の砂地にあるが，海
峡を回った津軽半島にも少しある。
フガクスズムシソウ　Liparis fujisanensis F. Maek. 
ex F. Konta et S. Matsumoto　樹上着生で古い
大きな木に着く。
フジチドリ　Neottianthe fujisanensis （Sugim.） 
F. Maek．前種と同じく，樹上着生で古い大きな
木に着く。
ウチョウラン　Ponerorchis graminifolia Rchb. f．

















ミツモリミミナグサ　Cerastium arvense L. var. 
mitsumorense （Miyabe et Tatew.） S. Akiyama 
本県ではアオモリミミナグサ C. arvense L. var. 
japonicum H. Hara として発表された種類がミ
ツモリミミナグサと同じ種類とわかった。学名上
の母種のセイヨウミミナグサ C. arvense L. は
今では青森市内にも小樽市や根室市他にも帰化し
ている。
シコタンキンポウゲ　Ranunculus grandis Honda 
var. austrokurilensis （Tatew.） H. Hara　青森
県では下北半島の尻屋岬にあり高さが40cm位で








コモチレンゲ　Orostachys malacophylla （Pall.） 


















ホザキナナカマド　Sorbaria sorbifolia （L.） A. 
Braun var. stellipia Maxim．下北半島に産し，
縫道山や低山地の林内にもある。
エゾシモツケ　Spiraea media F. Schmidt var. 
sericea （Trucz.） Regel ex Maxim．下北半島の
尻屋崎海岸に稀産する。
合弁花類
エゾノハナシノブ　Polemonium caeruleum L. 
subsp. yezoense （Miyabe et Kudô） H. Hara　
白神山地の尾根付近に生育している。
シラガミクワガタ　Pseudolysimachion schmidtianum 
（Regel） Yamazaki subsp. senanensis （Maxim.） 
Yamazaki var. shirakamiense Yamazaki  白神山
地に分布している。
ベニバナヒョウタンボク　Lonicera maximowiczii 
（Rupr. ex Maxim.） Rupr. ex Maxim. var. 
sachalinensis F. Schmidt  八甲田山域から少し
離れた岩石地に分布している。
エゾマツムシソウ　Scabiosa jezoensis Nakai  津
軽半島竜飛岬付近に産す。
オニオトコヨモギ　Artemisia congesta Kitam. 
下北半島の大間崎弁天島が基準産地で大間村と佐
井村の海岸まで分布している。














エゾトウヒレン　S. riederi Herder subsp. yezoensis 






エゾヤマコウボウ　Hierochloe pluriflora Koidz. 






















ヒメワタスゲ　Scirpus hudosonianus （Michx.） 
Fernald  八甲田山仙人平。
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